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５
月
に
な
っ
て
、

う
っ
と
し
い
梅
雨

模

様

の

連

続

。

す
っ
き
り
と
五
月
晴
れ
し
た

さ
わ
や
か
な
日
が
続
い
て
ほ

し
い
も
の
。
５
月
３
日
、
高
知

城
ホ
ー
ル
で
「
輝
け
、
日
本
国

憲
法
５
．
３
県
民
の
つ
ど
い
」

が
開
か
れ
た
日
、
降
っ
て
わ

い
た
よ
う
な
話
が
私
た
ち
に

伝
わ
っ
て
き
た
。
沖
縄
の
普

天
間
基
地
移
転
、
岩
国
の
基

地
拡
大
計
画
な
ど
米
軍
再
編

計
画
が
進
む
最
中
の
出
来
事
。

核
搭
載
疑
惑
の
あ
る
「
米
軍

イ
ー
ジ
ス
駆
逐
艦
ラ
ッ
セ
ル
」

が
、
５
月
２
３
日
か
ら
２
７

日
ま
で
、
宿
毛
港
に
寄
港
す

る
と
い
う
も
の
。
イ
ー
ジ
ス

艦
寄
港
は
、
「
国
際
親
善
と
乗

組
員
の
休
養
」
の
た
め
と
す

る
米
国
総
領
事
館
の
説
明
の

ま
ま
に
、
宿
毛
市
長
が
受
け

入
れ
を
決
定
。
梅
雨
空
の
も

と
、
イ
ー
ジ
ス
鑑
ラ
ッ
セ
ル

が
灰
色
で
宿
毛
港
に
寄
港
す

る
こ
と
に
。
核
疑
惑
を
す
っ

き
り
晴
ら
せ
と
、
５
月
１
８

日
、
名
前
が
ラ
ッ
セ
ル
と
い

う
米
国
総
領
事
が
県
知
事
、

高
知
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た

際
に
、
県
庁
前
に
、
県
原
水
協

の
呼
び
か
け
で
６
０
人
が
集

ま
り
、
プ
ラ
ス
タ
ー
宣
伝
で

イ
ー
ジ
ス
艦
は
「
高
知
に
来

る
な
」
、
「
米
軍
の
戦
争
の
足

場
に
す
る
な
」
の
抗
議
を
行

な
っ
た
。
５
月
２
１
日
、
高
知

の
平
和
行
進
が
出
発
す
る
。

大
勢
の
参
加
で
、
戦
争
反
対
、

反
核
・
平
和
を
求
め
る
運
動

を
今
年
の
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
へ
と
つ
な
げ
よ
う
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
樫
）

　

　
５
月
１
日
、
快
晴
に

め
ぐ
ま
れ
た
青
空
の
下
、

第
７
７
回
メ
ー
デ
ー
実

行
委
員
会
が
主
催
し
た

高
知
市
中
央
公
園
の
第

７
７
回
メ
ー
デ
ー
高
知

県
中
央
集
会
に
は
、
県

労
連
関
係
労
組
、
友
好

労
組
、
青
年
、
女
性
、
民

主
団
体
、
政
党
な
ど
か

ら
９
５
０
人
が
参
加
を

し
て
、
メ
ー
デ
ー
集
会

を
大
き
く
成
功
さ
せ
ま

し
た
。
主
催
者
を
代
表

し
て
、
高
橋
豊
房
県
労

連
委
員
長
が
「
小
泉
内

閣
が
誕
生
し
て
５
年
、

日
本
と
世
界
の
平
和
を

脅
か
し
、
労
働
者
と
国

民
に
負
担
を
押
し
つ
け

て
き
た
。
格
差
社
会
・
貧
困
の

広
が
り
に
、
小
泉
構
造
改
革
へ

の
批
判
が
広
が
っ
て
い
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。
各
組
合
か
ら

の
決
意
表
明
で
は
、
県
教
組
・

西
山
さ
ん
が
、
指
人
形
を
つ

か
っ
て
教
育
基
本
法
改
悪
を

想
定
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
表
現

で
、
参
加
者
の
笑
い
を
誘
い

な
が
ら
、
教
育
基
本
法
を
守

る
た
た
か
い
の
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。
県
国
公
・
小
笠
原

さ
ん
は
、
「
小
泉
改
革
・
小
さ

な
政
府
」
に
よ
る
職
員
減
ら

し
・
国
民
サ
ー
ビ
ス
の
切
り

捨
て
は
許
せ
な
い
、
み
な
さ

ん
と
の
共
同
の
力
で
が
ん
ば

り
ま
す
と
訴
え
、
一
般
労
組
・

西
森
さ
ん
は
、
多
く
の
青
年

が
生
活
に
苦
し
ん
で
い
る
。

雇
用
の
安
定
と
最
賃
の
引
き

上
げ
実
現
が
必
要
と
力
強
く

訴
え
ま
し
た
。
集
会
の
最
後

に
、
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
の

憲
法
改
悪
阻
止
、
不
安
定
雇
用

の
解
決
、
格
差
社
会
の
是
正
な

ど
、
国
民
的
な
運
動
で
実
現
さ

せ
よ
う
」
と
の
メ
ー
デ
ー
宣
言

を
採
択
し
ま
し
た
。
デ
モ
行
進

で
は
、
参
加
者
が
さ
ま
ざ
な
仮

装
、
プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど
を
工
夫

し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
く

り
広
げ
、
道
行
く
人
た
ち
に

メ
ー
デ
ー
ア
ピ
ー
ル
を
行
な

い
ま
し
た
。

　
プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
医
労
連
の
西
遊
記
の
仮

装
が
第
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
８
ケ
所
で
、
地
域

メ
ー
デ
ー
が
実
施
さ
れ
６
５

０
人
が
参
加
し
て
成
功
さ
せ

ま
し
た
。

　　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ガ
ジ
ン
「
福
祉

広
場
」
「
せ
い
し
君
の
土
佐
日

記
」
に
正
岡
さ
ん
の
「
あ
い
さ

つ
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
動
的
な
あ
い
さ
つ
で
し
た

の
で
転
載
し
ま
す
。
紙
面
の

都
合
で
一
部
カ
ッ
ト
。

　
本
日
、
私
た
ち
は
一
日
も

早
く
、
働
く
仲
間
に
加
わ
り

た
く
て
集
会
に
参
加
い
た
し

ま
し
た
。

　
日
本
の
障
害
者
の
歴
史
は

苦
難
に
満
ち
た
長
い
闘
い
で

あ
り
ま
し
た
。
特
に
戦
時
中

は
、
体
が
不
自
由
で
、
兵
隊
に

な
れ
な
い
と
い
う
理
由
で

「
穀
潰
し
」
と
し
て
阻
害
さ
れ

続
け
て
参
り
ま
し
た
。
家
族

は
人
目
を
は
ば
か
り
、
な
る

べ
く
外
に
出
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
お
お
っ
ぴ
ら
に

外
を
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
新
憲
法
の
公
布
で
す
。

だ
か
ら
、
障
害
者
は
誰
よ
り

も
戦
争
を
憎
み
、
そ
れ
を
準

備
す
る
、
憲
法
の
改
悪
に
強

く
反
対
し
て
お
り
ま
す
。

　
戦
争
の
中
で
も
っ
と
も
犠

牲
に
な
る
の
は
、
福
祉
で
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
体
験
に

よ
っ
て
こ
の
こ
と
を
言
明
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
衛

隊
の
海
外
派
兵
が
事
実
上
合

法
化
さ
れ
、
イ
ラ
ク
へ
の
派

兵
が
行
わ
れ
て
い
る
一
方
、

障
害
者
に
対
す
る
悪
法
「
自

立
支
援
法
」
が
成
立
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
所
得
に
応

じ
た
負
担
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
四
月

か
ら
は
、
ど
ん
な
に
貧
し
く

て
も
、
一
割
の
費
用
負
担
が

求
め
ら
れ
ま
す
　

　
法
の
審
議
が
行
わ
れ
て
い

た
時
、
全
国
か
ら
多
く
の
障

害
者
が
国
会
に
駆
け
つ
け
て

反
対
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
自

民
、
公
明
両
党
の
、
賛
成
で
私

た
ち
の
切
な
る
願
い
は
踏
み

に
じ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
歩
く
こ
と
、
息
を
す
る
こ

と
、
コ
ミ
ニ
ュ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
そ
れ
は
健
常
者
に
は
無

料
の
行
為
の
は
ず
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
沖
縄
米
軍
に

対
す
る
思
い
や
り
予
算
を
大

変
恨
め
し
く
思
い
ま
す
。
イ

ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
員
へ
の
１

日
一
人
３
万
円
の
、
手
当
て

が
憎
ら
し
く
な
り
ま
す
。
　

　
皆
さ
ん
「
平
和
こ
そ
福
祉

へ
の
確
か
な
保
障
」
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
一
点
に

確
信
を
持
ち
本
日
、
と
も
に

歩
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

正
岡
光
雄
障
高
連
会
長

メ
ー
デ
ー
の
来
賓

憲
法
改
悪

教
基
法
改
悪

反
対
を
前
面
に

（郵産労の「ポスト小泉」） （高知一般の米軍基地再編成）

１位に輝いた医労連
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高
知
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
（
田
村
裕
会
長
）
は
、
今
年

１
０
月
実
施
の
高
知
県
最
低

賃
金
の
改
訂
に
む
け
、
準
備

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
高
知

県
の
い
ま
の
最
賃
額
は
、
１

時
間
６
１
３
円
で
す
が
、
フ

ル
タ
イ
ム
８
時
間
（
月
１
６

０
時
間
）
働
い
て
も
１
０
万

　
高
知
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
で
は
、
高

知
県
内
の
重
要
港
湾
（
高
知
港
、
須
崎
港
、

宿
毛
湾
港
）
、
避
難
港
（
室
津
港
）
、
高
知
龍

馬
空
港
の
整
備
や
、
近
い
将
来
の
発
生
が

予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
へ
の
対
応
な

ど
防
災
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
多
種
多
様
に
様
変
わ
り

し
て
き
て
い
る
公
共
事
業
を
背
景
に
、
併

せ
て
政
府
が
掲
げ
て
い
る
国
家
公
務
員
削

減
計
画
の
影
響
を
最
も
強
く
受
け
て
い
る

官
庁
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
政
府
は
、

「
官
か
ら
民
へ
」
を
合
い
言
葉
に
、
本
来
国

の
職
員
が
行
う
べ
き
公
共
事
業
の
監
督
業

務
や
工
事
の
発
注
業
務
に
つ
い
て
も
民
間

等
に
委
託
す
る
政
策
を
進
め
て
お
り
、
結

果
、
我
々
の
職
場
に
お
い
て
も
早
期
の
勧

奨
退
職
、
新
規
採
用
者
の
大
幅
な
減
少
に

よ
り
、
職
員
の
数
は
年
々
下
降
の
一
歩
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。
　
ま
た
、
こ
の
問
題
は

職
場
の
多
方
面
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を

与
え
て
お
り
、
経
験
豊
富
な
職
員
か
ら
こ

れ
か
ら
の
公
共
事
業
を
担
っ
て
い
く
若
手

職
員
へ
の
技
術
の
伝
承
が
困
難
と
な
る
な

「
小
さ
な
政
府｣

は｢

大
き
な
迷
惑｣ 

⑦

生
活
体
験
を
武
器
に

円
程
度
し
か
な
く
、
憲
法
２
５
条
で
保
障

さ
れ
た
「
健
康
で
文
化
的
な
生
活
」
を
営
む

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
パ
ー
ト
、
臨
時
、
派
遣
、
請
負
で
働
く
人

た
ち
は
、
増
え
続
け
、
全
労
働
者
３
人
に
一

人
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
時
間
給
で

働
く
人
た
ち
の
賃
金
改
善
に
つ
な
げ
る
最

低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
が
緊
急
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
労
連
は
、
今
年
２
月
に
は
青
年
部
が

「
最
賃
生
活
体
験
」
を
組
織
し
、
初
め
て
ブ

ロ
グ
を
立
ち
上
げ
、
毎
日
の
生
活
実
態
を

リ
ア
ル
に
告
発
し
続
け
て
来
ま
し
た
。
食

事
内
容
も
写
真
付
き
で
説
得
力
が
あ
り
ま

す
。

　
県
労
連
は
、
ブ
ロ
グ
に
記
さ
れ
た
体
験

を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
最
賃
審
議
会
で

「
資
料
」
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
要
求
し

ま
す
し
、
６
月
議
会
で
の
「
意
見
書
決
議
」

の
取
り
組
み
、
審
議
会
で
の
５
回
目
と
な

る
「
意
見
陳
述
」
の
実
現
な
ど
の
取
り
組
み

を
含
め
、
時
間
額
１
０
０
０
円
以
上
、
日
額

７
４
０
０
円
以
上
、
月
額
１
５
万
円
以
上

と
地
域
間
格
差
是
正
の
た
め
に
全
国
一
律

最
低
賃
金
制
度
の
法
制
化
な
ど
を
要
求
し

て
い
き
ま
す
。

　
行
動
の
節
目
を
５
月
２
３
日
、
６
月
２

６
日
、
７
月
下
旬
に
設
定
し
、
こ
の
行
動
日

に
高
知
労
働
局
へ
の
要
請
行
動
や
プ
ラ
ス

タ
ー
な
ど
を
活
用
し
て
宣
伝
行
動
を
行
い

ま
す
。(05年の労基局前宣伝)

憲法 「意見広告」

大成功！

　
「
こ
う
ち
九
条
の
会
」
が
よ
び

か
け
た
「
高
知
新
聞
『
意
見
広

告
』
」
の
取
り
組
み
は
県
内
い
た

る
と
こ
ろ
か
ら
応
募
者
が
あ
り

ま
し
た
。
最
終
的
に
は
個
人
が

３
５
１
５
人
、
団
体
７
５
組
織

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
意
見
広

県
労
連
も
奮
闘

告
」
で
は
最
大
の
記
録
と

な
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　
県
労
連
書
記
局
は
連
日

「
号
外
」
を
発
行
し
、
各
単

組
の
取
り
組
み
と
到
達
点

の
情
報
発
信
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
県
労
連
が
把
握
で
き
て
い
る
到
達
点
の

最
終
は
個
人
５
４
４
人
、
団
体
１
０
組
織

で
す
（
直
接
「
こ
う
ち
九
条
の
会
」
事
務
局

に
申
し
込
ん
だ
人
も
い
る
よ
う
で
す
）
。

　
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
自
治
労
連
土
佐

山
田
町
保
育
部
の
仲
間
が
短
期
間
に
多
く

の
仲
間
を
組
織
し
た
こ
と
、
全
教
高
知
市

教
組
の
仲
間
た
ち
が
職
場
に
「
九
条
の
会
」

を
新
た
に
立
ち
上
げ
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
教
訓
を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
う
ち
九
条
の
会
」
事
務
局
に
は
「
賛

同
者
数
の
多
さ
に
驚
い
た
！
」「
平
和
憲
法

を
守
ろ
う
と
い
う
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

確
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
反

応
が
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

シ
リ
ー
ズ
の
第
７
弾
は
全
港
建
の
仲
間
か
ら
の
報
告
で
す
。

ど
の
重
大
な
局
面
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
こ
れ
ま
で
国
民
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
中
立
・
公
平
な
立
場
で
、
あ
る

意
味
公
共
事
業
を
監
視
し
、
適
正
に
行
わ

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
た
我
々
の
業
務

に
支
障
を
来
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

そ
の
事
が
最
近
報
道
等
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
耐
震
偽
装
問
題
等
代
表
さ
れ
る

不
正
に
発
展
し
て
い
く
事
も
否
め
ま
せ
ん
。

公
共
事
業
と
は
、
そ
う
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る

危
険
な
要
因
、
要
素
を
数
多
く
含
ん
で
い

る
の
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
中
で
、
我
々
が
組
織
す
る

全
運
輸
省
港
湾
建
設
労
働
組
合
で
は
、
本

来
、
国
の
職
員
が
行
う
べ
き
業
務
の
必
要

性
、
意
義
を
内
外
に
強
く
訴
え
、
広
く
国
民

の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
行
い
、

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
公
共
事
業
の

推
進
の
た
め
日
々
の
活
動
を
精
進
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
是
非
、
我
々
の

言
葉
に
耳
を
傾
け
て
下
さ
い
。
そ
し
て
よ

り
良
い
社
会
資
本
整
備
の
た
め
、
お
力
を

お
貸
し
下
さ
い
。

第１回高知県革新懇文化祭

　
５
月
１
１
日
か
ら
１
３

日
、
高
知
城
ホ
ー
ル
で
「
第

１
回
高
知
県
革
新
懇
文
化

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
革
新
懇
の
親

睦
・
交
流
と
県
内
の
文
化

の
向
上
を
め
ざ
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
革

新
懇
と
し
て
は
全
国
で
初

め
て
の
取
り
組
み
と
な
り

ま
し
た
。

　
「
美
術
展
」
は
國
松
勝
県

労
連
前
委
員
長
が
責
任
者

好評を得た美術展・芸能大会

と
な
り
、
画
家
や
書
家
へ
の
働
き
か
け
、
会

場
で
の
展
示
な
ど
で
大
活
躍
。

　
芸
能
大
会
は
元
Ｒ
Ｋ
Ｃ
の
茂
松
え
ん

し
ょ
う
さ
ん
を
責
任
者
に
、
県
教
組
下
村

康
広
さ
ん
、
高
知
一
般
河
淵
好
郎
さ
ん
、
建

交
労
本
山
卓
仁
さ
ん
た
ち
が
中
心
と
な
っ

て
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
１
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
美
術
展
は
、
県

内
で
有
名
な
画
家
、
書
家
の
作
品
は
も
と

よ
り
、
新
婦
人
の
絵
手
紙
小
組
の
作
品
も

素
晴
ら
し
く
「
立
派
な
美
術
展
に
な
っ
た

ね
ぇ
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
芸
能
大
会
は
１
３
日
土
曜
日
の
午
後
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
知
一
般
の
コ
ン
ト

「
あ
る
晴
れ
た
朝
突
然
に
」
（
写
真
左
上
）

は
、
米
軍
機
の
早
明
浦
ダ
ム
へ
の
墜
落
事

故
を
題
材
に
し
て
安
保
条
約
廃
棄
と
平
和

憲
法
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し

た
。
宮
崎
さ
ん
と
山
崎
君
の
名
（
迷
？
）
演

技
に
会
場
か
ら
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
。

　
建
交
労
本
山
さ
ん
と
高
知
一
般
医
療
支

部
の
細
木
さ
ん
は
、
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
倶
楽

部
」
で
出
演
し
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
名
曲
を
演

奏
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
橋
県
労
連
委
員
長

が
特
別
ゲ
ス
ト
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
左
下
）


